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食器洗い乾燥機の使用が光熱費に与える影響

　　　　　　　　　　東京ガス(株)　　大久保窓香　　○新タ格

1.目的　　日常生活での食器洗い乾燥機(以下DW)使用が光熱費に|与える影響を知る|事

　を目的に、一般家庭にＤＷを設置して消費エネルギー(水道､電気､ガス)の測定を行った。

2^方法　　①対象(3家庭)：Ｙ宅－４人家族･温水式ビルトイン4Scm万幅DW使用

　N宅－4人･60aii　O宅－３人･45cin　②方法：夏、秋冬、春期の３回、使った食器は全

　てDWで洗う〔AごDW使用期間(約1 ヵ月間)〕と使った食器は全て手で洗う〔B ご手洗い

　期間約i ヵ月間)〕を設定し、その間の食器洗い:使用分のエネルギー消費量を測定(専用

　メーター設置)する。期間中、家族員は普段通りの食生活を営む。

3_.おもな結果(詳細なデータは発表時に報告を行うI｡I)

①家庭ごとにDWの使い方にパターンができあがっていた(１月当たりの運転回数、設定

　温度など)。そのパターンは季節を通じて同じでその家の｢癖｣とも言えるものである。

　この運転パターンが光熱費に影響を及ぼしている。

②光熱費を季節ごとに見ると。水温が高い時期(夏)に〔Ａ：ＤＷ使用時〕のコストが最も

　安くなる傾向が３家庭共通に見られた。ただし〔B:手洗い時〕に関しては、夏は水で洗

　う家庭とお湯を使う家庭に分かれ、共通の傾向は見られなかった。

③使用水量は〔Ａ：ＤＷ使用時〕よりも〔Ｂ:手洗い時〕の方が多い傾向が見られた。

2Ta-6 　　　　　　現代生活とクレジット・ロ―ン問題　（1)

　　　　　　　　　　一返済困難世帯の生活水準測定と生活費分析調査-

　　　　　　○石黒山美子　玉川良重（東京都立大学）

目的　実際にクレジット返済困難に遭遇している世帯の職業階層、発生原囚、生活変動

の特徴、またその世帯の生活水準と生活費構造、家計管理状況を実証分析する。今回はそ

の中で、公式の貧困基準である生活保護費基準を川いて、返済困難世帯の借入金返済前後

における生活水準を測定し、生活保護比倍率階層ごとの分布状況を分析。また各生活保護

比倍率階層ごとにどのような生活費構造の特徴をもつのか分析。

　方法　Ｋ法律事務所に93年7月から94年1月末までに多重債務問題で来所した（継続ケ

ースも含ts）全世帯を対象とする悉皆調査。Ｋ法律事務所が来所者に指導し記戟させてい

る家計簿を集計し、あわせて対象者に調査票を配付。またK事務所で作成している個票、

通知書から世帯や債務についての基礎情報を人手。生活水準y析はその中で不明を除く

107ケースを対象。支出=借入金返済も含め。非消費支出を除く総支出を100とする　生

活保護費との比較=各ケースを各月毎に積み上げ月平均する。加算は母子、児蹴、老齢の

みを計算。これを家計支出の［非消費支出を除く総支出一住居費一保険医療費］と比較。

　結果　107ケース巾60ケースが生活保護比倍率1.0以下で、69ケースが1.2以下となる。

借入金返済を除くと107ケース中77ケースがLO以下で、89ケースが1.2以下。特に母子・

父子、夫婦十子供世帯で貧困線以下のケースが多い。家計費を見ると低倍率屑では基礎的

住居基盤への支出、倍率1.2以上の階層では借入金返済が増大する。ただし1.6以上の一般

階層でも実収入一非消費支出を除く総支出がマイナスになっている。

　　　　（本研究は（財）家計経済研究所の平成７年度研究助成金を受けています）
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